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　1月5日、町民センターで平成31年南宗谷消防組合

中頓別消防団出初式が挙行されました。

　当日は好天に恵まれ、人員報告のあと、星川団長

をはじめ、副管理者である小林町長、来賓の方々に

よる閲団が行われました。

　式典では、星川団長から「昨年は全国的に自然災

害が発生。胆振東部地震では尊い人命が奪われ、当

町では停電により住民生活や産業に大きな影響が及

んだ。今年も団員一丸となり、町民の安心安全、郷

土の繁栄に努めていきたい」と訓示がありました。
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ペ
ア
リ
フ
ト
導
入

　

シ
ン
グ
ル
リ
フ
ト
か
ら
ペ
ア
リ
フ

ト
に
な
っ
た
こ
と
で
、
リ
フ
ト
に
慣

れ
て
い
な
い
子
ど
も
が
保
護
者
と
一

緒
に
乗
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
リ
フ
ト
乗
り
場
ま

で
の
段
差
を
解
消
し
、
滑
走
か
ら
リ

フ
ト
へ
の
乗
り
込
み
が
ス
ム
ー
ズ
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

従
前
ど
お
り
、
リ
フ
ト
乗
降
の
際

に
は
、
減
速
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と

も
で
き
る
た
め
、
補
助
を
希
望
す
る

方
は
係
員
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

中頓別町寿スキー場

 リフトリニューアル・ロッジ改修工事

改
修
の
経
緯

　

寿
ス
キ
ー
場
は
、
昭
和
55
年
12
月

か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
建

設
か
ら
30
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る

た
め
、
シ
ン
グ
ル
リ
フ
ト
な
ど
設
備

の
老
朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
ス
キ
ー
場
の
管
理
・

運
営
に
必
要
な
設
備
の
更
新
を
行
う

と
と
も
に
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置

と
い
っ
た
ロ
ッ
ジ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
児
童
・
幼
児
の
利
用
な
ど
を
想

定
し
た
ペ
ア
リ
フ
ト
化
を
行
い
ま
し

た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト

ト
イ
レ
の
全
面
改
修

　

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
や
暖
房
を
備
え

た
多
目
的
ト
イ
レ
設
置
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
た
広
い
個
室
と
な
っ

て
お
り
、
暖
か
い
便
座
と
暖
房
に
よ

り
居
心
地
の
良
い
空
間
と
な
り
ま
し

た
。
通
常
の
ト
イ
レ
も
同
様
に
改
修

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
汲
み
取
り
式
で
あ
っ
た
ト

イ
レ
を
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
こ
と
で
水
洗
化
し
て
お
り
児
童
・

幼
児
で
も
安
全
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

リニューアル後のペアリフト

ベビーチェアなどを備えた多目的トイレ
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食堂の方にお話を伺いました！
　人気のメニューは味噌ラーメンと醤油ラーメンです。スープも

チャーシューも自家製で、安くても本格的な料理を出す事を心が

けています。11 時半から 14 時までの短い営業時間での勝負なの

で、とにかく早く出す。「早い・安い・旨い！」がモットー。

　ご飯物では、豚丼やカツカレーも人気があります。甘辛いタレ

を絡めた豚肉に紅ショウガのアクセントが効いた豚丼、分厚いカ

ツを惜しみなく乗せ、たっぷりとルーをかけたカツカレー。普段

はラーメンを食べている方にも、ぜひ一度試していただきたいメ

ニューです。

　よくスキー場利用していないと食事出来ませんかと聞かれます

が、そんなことはありません。お食事だけでのご利用もお待ちし

ております。

　子ども用の取り皿やフォーク・スプーンもご用意しております

ので、お気軽に厨房のスタッフにお声がけください。食堂にはベ

ビーベッド・子供用椅子も完備しておりますので、ご自由にお使

いください。

　

毎
朝
、
リ
フ
ト
機
械
室
の
雪
降
ろ
し
、

搬
器
の
雪
を
払
う
作
業
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ゲ
レ
ン
デ
の
圧
雪
は
、
毎
日
の
積

雪
量
や
雪
質
を
見
な
が
ら
、
そ
の
日
に

合
っ
た
圧
雪
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
早

朝
か
ら
作
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

常
に
安
全
安
心
な
ゲ
レ
ン
デ
を
保
つ

だ
け
で
な
く
、
事
故
な
ど
に
備
え
、
リ

フ
ト
の
救
助
訓
練
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方

安全、そして便利なスキー場へ

に
よ
る
ボ
ー
ド
救
助
訓
練
な
ど
、
緊
急

時
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

よ
り
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
来

年
度
も
ロ
ッ
ジ
の
改
装
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
来
年
度
は
、
玄
関
の
段
差
解
消

や
窓
サ
ッ
シ
の
取
り
換
え
、
屋
根
の
張

り
替
え
や
外
壁
の
塗
装
、
床
す
べ
り
対

策
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ラーメン仕込みの様子

絶品！醤油チャーシュー

・歩くスキー　無料（専用コース有）
・子供用ソリ　無料

レンタル用品料金 

スキー 板 1,000 

ブーツ  300 

ストック 200 

スノー 

ボード 

板 1,200 

ブーツ 300 

その他 ロッカー貸し出し 500 

ホルダー 200 

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
レ
ン
タ
ル

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
、
以
前
ま
で
一
式

で
の
レ
ン
タ
ル
で
し
た
が
、
今
年
度
の

シ
ー
ズ
ン
途
中
か
ら
単
品
で
の
レ
ン
タ

ル
も
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

ス
キ
ー
ロ
ッ
カ
ー
の
更
新

　

長
さ
の
違
う
ス
キ
ー
板
に
合
わ
せ
て

ロ
ッ
カ
ー
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
シ
ー
ズ
ン
通
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

毎
日
の
安
全
な
運
営
の
た
め
に

新しいスキーロッカー

レンタルスノーボード

(円)
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成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」
と
二
十
歳

の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
の
児
童
か
ら
絵
手
紙
と
押
し
花
の

し
お
り
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
新
成
人
を
祝
う
会

が
行
わ
れ
、
両
親
へ
の
手
紙
、
恩
師

か
ら
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
中
頓

別
吹
奏
楽
団
の
演
奏
が
あ
り
、
二
十

歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

大
人
へ
の
第
一
歩

 
平
成
31
年 

中
頓
別
町
成
⼈
式

自
然
の
中
は
学
び
の
宝
庫

 

教
育
と
地
域
づ
く
り
研
修
会

ピ
ン
ネ
シ
リ
こ
ど
も
キ
ャ
ン
プ

 

本
気
の
か
ま
く
ら
づ
く
り

　

1
月
19
日
、
ピ
ン
ネ
シ
リ
こ
ど
も

キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
道
の
駅
に
あ
る
雪
山
を
3
組
に
分

か
れ
て
「
か
ま
く
ら
づ
く
り
」
を
行

い
ま
し
た
。
昼
食
時
間
以
外
は
ひ
た

す
ら
に
雪
を
掘
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ

ン
バ
ー
が
入
れ
る
く
ら
い
の
大
き
な

か
ま
く
ら
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
は

焚
き
火
で
お
や
つ
タ
イ
ム
。
子
ど
も

た
ち
は
、
達
成
感
溢
れ
る
素
敵
な
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

1
月
13
日
、
平
成
31
年
成
人
式
が

行
わ
れ
、
ス
ー
ツ
や
振
袖
に
身
を
包

ん
だ
11
名
の
新
成
人
が
出
席
。

　

式
典
で
は
、
小
林
町
長
か
ら
の
式

辞
、
村
山
議
長
と
三
好
道
議
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
、
新
成
人
代
表
か

ら
「
こ
れ
か
ら
は
一
人
の
人
間
と
し

て
日
々
成
長
し
、
夢
や
目
標
を
実
現

で
き
る
よ
う
な
大
人
に
な
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

　

1
月
23
日
、
講
師
と
し
て
N
P
O

法
人
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教

育
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
の
辻 

英
之

さ
ん
を
お
招
き
し
、
教
育
と
地
域
づ

く
り
研
修
会
が
行
わ
れ
、
自
然
体
験

を
通
し
た
教
育
と
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
実
践

を
紹
介
い
た
だ
き
、
中
頓
別
町
で
何

が
で
き
る
の
か
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
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ド
ロ
ー
ン
で
情
報
収
集

 

㈱
細
建
×
枝
幸
警
察
署

　

1
月
28
日
、
㈱
細
建
と
枝
幸
警
察

署
に
よ
る
小
型
無
人
機(

ド
ロ
ー
ン)

に
よ
る
情
報
収
集
等
に
関
す
る
協
定

締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
に
よ
り
、
中
頓
別
町

で
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
際
、
被
害

状
況
の
把
握
、
救
助
活
動
に
関
す
る

情
報
収
集
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
道
警
と
の
小
型
無
人
機

に
関
す
る
協
定
と
し
て
は
道
内
初
と

な
り
ま
す
。

し
ば
れ
に
勝
る
熱
気

 
北
緯
45
度
し
ば
れ
ま
つ
り

　

1
月
26
日
、
天
北
線
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
で
、
第
36
回
北
緯
45
度
し
ば

れ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
個
性
あ
ふ
れ
る
雪
像
が

立
ち
並
び
、
大
崎
上
島
町
物
産
品
販

売
な
ど
が
行
わ
れ
、
活
気
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
夜
の
部
が
開
幕
。
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
も
ち
ま
き

に
は
多
く
の
来
場
者
が
集
ま
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
と
の
交
流

 

⼤
崎
上
島
町
交
流
団
来
町

　

1
月
25
日
か
ら
3
日
間
、
大
崎
上

島
交
流
団
が
来
町
し
ま
し
た
。

　

旧
東
野
町(

現
大
崎
上
島
町)

出
身

で
あ
り
、
中
頓
別
町
を
開
拓
し
た
楢

原
民
之
助
氏
の
記
念
碑
を
訪
れ
、
両

町
の
縁
を
結
ん
だ
開
祖
に
思
い
を
馳

せ
ま
し
た
。

　

寿
ス
キ
ー
場
で
は
圧
雪
車
の
試
乗

や
リ
フ
ト
を
体
験
。
そ
の
後
は
北
緯

45
度
し
ば
れ
ま
つ
り
に
参
加
し
、
冬

の
寒
さ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
を
披
露
！

 

こ
ど
も
園 

⽣
活
発
表
会

　

2
月
2
日
、
認
定
こ
ど
も
園
で
生

活
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
練
習
の
成
果
を
保

護
者
た
ち
に
見
せ
よ
う
と
、
個
性
豊

か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
元
気
溢
れ

る
発
表
を
披
露
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
上
で
一
生
懸
命
に
踊

る
い
た
い
け
な
姿
に
、
見
守
る
保
護

者
や
地
域
の
方
々
に
も
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
会
場
は
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
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旧松田商店の店舗及び敷地の寄附受け入れについて

　昨年、旧松田商店の店舗及び敷地を、「町の方で役立ててもらえるなら寄附したい」と所有者より申

し出がありました。町ではその申し出を受けて、各課で協議をした結果、住民活動や福祉的事業の拠点

としての活用が見込まれたことから、寄附採納審議会にて審議を行いお受けすることを決定致しました。

町では、今後とも寄附の申し出があった場合には、寄附採納審議会でその必要性を審議して受入れの是

非を問うものとしております。

　今回、寄附を頂きました旧松田商店は、町内中心部に位置しており、地域住民が集まりやすいという

地理上の利点に加え、建物の構造や設備等が整っていることから、特に１階店舗部分につきましては、

あらゆる年代層の町民が気軽に訪れることのできる地域交流の場としての活用を前提に、地域住民の活

用拠点として、あるいは、現在、保健センターで展開している「なかとんカフェ」の将来の出店先とし

ての活用を予定しています。

　２階の居住スペースは、当面、防災備品の備蓄庫として、また、１階車庫兼倉庫には「花とみどりの

まちづくり」で使用しています花樽の冬期間の置場として活用することとしております。

今後とも、町で寄付を頂いた物件につきましては、活用の方法を明確にして、しっかり管理していきた

いと考えています。

整備したイベント⽤品
・イベント⽤テント 4 張
・イス       75 脚
・イス台⾞     2 台
・テーブル     67 台

宝くじ助成⾦でイベント⽤品を整備しました︕

 中頓別町⾃治会連合会では、⼀般財団法⼈⾃治総合センターのコミュニティ助成事業により、

イベント⽤品を整備しました。この事業は、同センターが全国⾃治宝くじの普及広報事業費と

して受け⼊れる受託事業収⼊を財源として、住⺠のコミュニティ活動を推進し、その健全な発

展を図るとともに宝くじの普及広報を⽬的に⾏われています。

 イベント⽤品の整備により、町内で実施する各イベントで地域のコミュニティ活動が推進さ

れ、⼀層の地域活性化が期待されます。

北緯 45 度しばれまつりで
使⽤されました︕
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年⾦を知ろう︕
第 6 回 年⾦相談サービスの紹介

詳しく知りたい・わからないことがあったときは
稚内年金事務所　お客様相談室 (0162-74-1000）
または日本年金機構ホームページをご覧ください。

 今回は「年⾦相談サービスの紹介」ということで、年⾦にわからないことがあったときの相談⽅法
と⽤意するものについてご案内します。

どのように相談できるの︖
 年⾦事務所に相談する⽅法は、窓⼝相談・電話相談・⽂書での相談・FAX 相談の４種類があり、そ
れぞれ相談の際に必要な書類が異なります。また、ご本⼈が相談することが難しい場合には他の⽅に
相談を委任することができます。

  － 窓⼝での相談（中頓別町の最寄りの年⾦事務所は稚内年⾦事務所になります）
  事前に電話で予約しておくとスムーズに相談できます。当⽇の予約も可能です。また、相談窓⼝
  では源泉徴収票や納付書などの書類の（再）交付申請が⾏えます。年⾦事務所でお渡しできない
  書類は後⽇郵送で届きます。
  ・相談する際に持参するもの
   １．年⾦⼿帳や年⾦証書などの「基礎年⾦番号」がわかる書類
   ２．⾝分証などの本⼈確認ができる書類
     ※ 運転免許証やマイナンバーカードなどはどちらかひとつでも問題ありませんが、国⺠
       健康保険被保険者証や年⾦⼿帳など⼀部の⾝分証は２種類⽤意する必要があります。

  － 電話での相談
  電話での相談の場合、⾝分証などでの本⼈確認ができないため、⼝頭でいくつか質問があります。
  受取先⾦融機関などの⼀部の個⼈情報に関わる内容は電話で回答できません。
  ・相談する際に⼿元に必要なもの
   １．年⾦⼿帳や年⾦証書などの「基礎年⾦番号」のわかる書類

  － ⽂書での相談
  年⾦事務所に⾏くことが難しい場合や、電話相談が難しい場合には⽂書を送付して相談が可能です。
  ・同封するもの
   １．年⾦⼿帳・年⾦証書などの⽇本年⾦機構が送付した基礎年⾦番号がわかる書類のコピー

  － FAX での相談
  FAX での相談では、FAX 相談⽤の様式に記⼊して最寄の年⾦事務所に送ることで、数⽇以内に受
  付されたことが FAX で返信されます。個⼈情報に関わる場合は郵送、個⼈情報に関わらない⼀般
  的な質問については FAX で回答が届きます。必要な記載事項が書かれていない場合や年⾦事務所
  の情報と⼀致しない場合はその旨が郵送で届きます。

代理⼈の⽅が相談する場合
 ご本⼈と相談する⽅の関係によって必要書類が異なります。ご家族の⽅が相談する場合は原則とし
て委任状が必要になります。詳しくは⽇本年⾦機構ホームページを確認するか、事前に年⾦事務所に
お問い合わせください。
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「中頓別町地域おこし協力隊」では、日々の活動や生活の様子を発信するブロ

グと Facebook ページを開設しています。是非ご覧ください。

「地域おこし協力隊ブログ」は、役場ホームページからもアクセスできます。

ブログ Facebook

第
11
号

最北氷筍スノートレッキングツアー始まりました！

　1 月 20 日から、そうや自然学校が主催する最北氷筍スノートレッキ

ングツアーがスタートしました。

　スノーシューやスキーシューを履いて、道中自然観察をしながら中

頓別鍾乳洞内に厳冬期だけに現れる氷筍を鑑賞しに行くトレッキング

ツアー。最盛期には最も大きいもので高さ 150 センチを超すものまで！

そうや自然学校スタッフの北川隊員と加藤隊員がガイドしております。

日本最北の鍾乳洞が生み出す氷の芸術をぜひ見に行きましょう！

【南国移住者の北国振返りエッセイ】

　中頓別に移住してから 2 度目の冬の季節を迎えました。しんしんと

降り続ける雪を見ていると、去年初めて体験した北海道独特の冬の記

憶が寒さと共に鮮やかによみがえってきます。　

　一昨年（2017 年）に雪が降り始めたのは 11 月中旬だったと覚えて

います。自分は中頓別に来るまでは北海道や東北地方などの「雪国」

で暮らしていた経験が無く、26 年間を九州・中国地方の暖かい地方

に住んでいました。そのため自分にとって雪とは、「もうここまでに

寒くなったのか・・・」としみじみ感じる季節の風物詩でした。この

時点では九州に暮らしていた頃の感覚で、「明日明後日には溶けて無く

なっているだろう」と楽観視していた雪ですが、ここからが本当の北海道生活の始まりでした。

　最初の驚きは日々の天気予報です。最低気温がマイナスとなるのは今までも経験が有りましたが、よく

見ると最高気温さえも同時にマイナスと表示されています。「大丈夫かな？」と不安のある一方で、玄関

を出て初めての氷点下の世界に出た時は、「冷蔵庫より寒いぞ！」と年甲斐もなくはしゃいでいた事を覚

えています。

　次の驚きは毎日氷点下のため自身の寒さへの感覚が変わった所です。降り積もる雪は風景をどんどん白

一色の世界へと変化させていきました。ここまで寒さが続くと感覚が変わってきたのか、氷点下一桁の日

を暖かく感じるようになっていました。寒冷地生活への順応とはこういう事かな、と一人納得していまし

た。

　これまでの生活を振り返ると、雪道の運転や雪かきなど慣れない部分はまだまだ有ります。ですが、そ

れらの苦労を補ってあまりある北海道、中頓別の「白銀の世界」をこれからも体験していこうと思います。

◇期間：1 月 20 日～ 3 月 31 日
　※ 変動する可能性があります。
◇料金：大人　　1,200 円
　　　　高校生　　600 円
　　　　小中学生　500 円
◇予約・問合せ：そうや自然学校
　TEL：01634-8-3611
　mail：souyashizen@ipstar.ne.jp

氷筍（ひょうじゅん）とは？

　鍾乳洞内の天井部から少しずつ滴り落ちる水が地面で瞬時に凍り付

き、それが繰り返されることによって、まるでタケノコのように氷筍

が伸びていきます。限られた自然条件が重なり、日本国内でも限られ

た場所でしか見ることが出来ない自然が生み出す氷の芸術品です。

「なかとん生活エッセイ」第 4 弾！

　協力隊員月替わりのリレーエッセイ第 4 弾。今回は役場内に務める

山下隊員がお送りいたします！ 

見たことない
景色を探しに！

氷筍、順調に成長しています！
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　Aloha Nakatombetsu! With Valentine’s Day, just around the corner, maybe your 

sweet tooth has been craving something sweet to eat – whether it be chocolate, 

pie, or some pastries! How about a sweet mochi rice dessert? In Hawaii, there are 

many types of desserts from many different countries, as immigrants came and 

brought their traditional recipes to perpetuate their unique local cultures. Some 

of these desserts include the malasada – a fried doughnut from Portugal, gau – a 

brown sugar Chinese rice cake, turon – a banana spring roll from the Philippines, 

chichi dango – a sweet mochi from Japan, and many, many more!

　Today, I would like to introduce one of my favorite Filipino desserts, Biko, 

which is a sweet sticky rice cake!

今月の担当はダリン先生

9

　アロハ、中頓別の皆さん！そろそろバレンタイン・デーになるので、スイーツなん

か食べたくなるのでしょうか？チョコレートでも、パイでも、甘いものでも。ハワイ

では、昔の移民たちが自分の独特な文化を残すために、伝統的な料理の作り方を持っ

てきました。それで、いろんな国からのデザートがあります。例えば、ポルトガルの

揚げドーナツの「マラサダ」、中国からの蒸した餅の「ガウ」、フィリピンからのバナ

ナの春巻きの「トゥロン」、日本からの甘い餅の「チチダンゴ」など。

　今日、僕の好きなフィリピンのデザートの一つ、甘いもち米で作られた「ビコ」を

紹介したいと思います。

This artcle written by Mr.Darin

Ingredients（材料）︓
・2 cups mochi rice（もち米 2カップ）  ・Water（水）

・200 ml coconut milk（ココナツミルク 200ml） ・100 g brown sugar（黒糖 100g）

Directions（作り⽅）︓
1.Cook mochi rice in a rice cooker. もち米を炊く。

2.In a saucepan, add 200 ml coconut milk and 100 g brown sugar. Cook until sugar 

　has melted and remove from heat. 小さいフライパンに、黒糖が溶かすまでココナツミ

　ルクと黒糖を煮る。火を止める。

3.After rice is cooked, transfer to a mixing bowl and stir in the coconut milk 　

　mixture. もち米が炊き終わったら、ボウルに写す。ココナツミルクのものを加え、混ぜる。

4.Line a baking pan with wax paper (or bamboo leaves), spread and pat rice mixture 

　in the pan. ベーキングの型をクッキングペーパー、または、笹を敷いて、米を乗せる。

5.Bake at 180℃ for 55 minutes and let cool completely. 180℃で 55 分焼く。冷ます。

6.Cool and cut in pan. Enjoy! 一口サイズに切って、召し上がってください。

ダリン＆ジャクレンの ALT 通信
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10
12/26　講演会の様子テームさんと山田さんご夫妻



図書室だより

 【お願い】図書室から借りたままの本はありませんか？
他の方も利用されますので、心当たりのある方は、 玄関横の返却ポストを
ご利用のうえ、早めの返却をお願いします。

11

『日本国紀』
著：百田 尚樹　幻冬舎      

『みずとはなんじゃ？』
著：かこ さとし　小峰書店
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一般書 児童書

新着図書 (1 月 20 日現在 )

一般向け図書　
『志麻さんの自宅レシピ』　タサン 志麻
『フーガはユーガ』　　　　伊坂 幸太郎
『平成くん、さようなら』　古市 憲寿
『ダンデライオン』　　　　中田 永一
『まれびとパレード』　　　越谷 オサム

児童向け図書　
『おならひめ』　　　　　　　有田 奈央
『ねずみくんのおくりもの』　つちだ よしはる
『ごりらかあさん』　　　　　のぶみ
『魔女ののろいアメ』　　　　草野 あきこ
『しょくパンにんじゃ』　　　苅田 澄子

※その他、多数の本が順次入荷しています。ぜひ、ご来室ください。
　また、購入リクエストも受付けていますので、お気軽にお寄せ下さい。

読み聞かせボランティア「このゆびと～まれ♪」の活動

12 月 13 日 ( 木 )　小学校での読み聞かせの様子
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出生・死亡・婚姻に係る人口

の異動はありませんでした。

人のうごき
（平成31年1月31日現在）

　　世　帯　　891(-2)

　　人　口　 1,726(-4)

　　　男         859(-3)

　　　女         867(-1)

　 　　　(　) 内は前月対比

■そうや自然学校でスノーシュートレッキングツアーが始まっています。私も何度か体験したこと

がありますが、ライトアップされた氷筍は非常にキレイで、SNS 映えすること間違いなしですね。

また、氷筍に注目しがちですが、鍾乳洞周辺のフィールドは新たな発見がたくさんあります。シカ

が雪の下を掘って植物を食べた痕跡、キツネの足跡、冬だからこそできる体験です。一面に広がる

銀世界を歩くだけでも楽しいので、みなさんもぜひ体験してみてください。

職員の懲戒処分の公表について

　職員の懲戒処分を行いましたので、「中頓別町職員懲戒処分等の基準要綱」に

基づき次のとおり公表します。

　　戒告（12 月 27 日付）　総務課政策経営室　主事

　　　　　広聴事務に関する遅延と虚偽申告

　　　　　統計調査に関する遅延と書類一時紛失及び虚偽申告

　　戒告（12 月 27 日付）　産業課　参事

　　　　　病気休暇中の不適切な行為（遊技場への出入り）

　　　いずれも地方公務員法の義務違反等による処分です。


